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【事務局からの議題】

１ 静岡県内におけるカーボンニュートラルポートの形成

２ 「田子の浦港港湾脱炭素化推進協議会」の進め方
・「港湾脱炭素化推進計画」作成の概要
・対象範囲
・スケジュール、協議会の全体構成

３ アンケート・ヒアリング調査の目的、内容

４ 参考：脱炭素化に向けた支援制度
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１ 静岡県内におけるカーボンニュートラルポートの形成

● 国際拠点港湾
○ 重要港湾
● 地方港湾

国は、2050年カーボンニュートラルを目指すため、2022年(令和４年)11月の港湾法改正に
より、カーボンニュートラルポート(CNP)の形成を推進する仕組みとして、「港湾脱炭素化推進
計画」及び「港湾脱炭素化推進協議会」に関する規定を新設。
全国の国際戦略港湾、国際拠点港湾及び重要港湾の125港湾にて港湾管理者が計画を作
成し、CNP形成に取り組むことで、国際競争力の強化と地域への脱炭素社会の実現に貢献。

県では、令和６年３月 国際拠点港湾の清水港にて、「港湾脱炭素化推進計画」を公表。
令和６年度は、重要港湾の御前崎港にて、「港湾脱炭素化推進計画」を公表予定。令和７
年度を目途に田子の浦港にて、計画を作成公表予定であることから、協議会を設立。
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清水港

御前崎港



２ 協議会の進め方（「港湾脱炭素化推進計画」の概要）
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２ 協議会の進め方(対象範囲)
田子の浦港の計画対象範囲の位置は、富士
市を予定している（参考：清水港は静岡市
清水区、御前崎港は御前崎市、牧之原市）
また、対象となる施設・事業の範囲は、港湾の
ターミナルでの取組だけでなく、ターミナル等を経
由して行われる物流活動、港湾を利用して生
産・発電等を行う事業者の活動に係る取組等
を想定している

分類 区分 対象となる施設・事業の例

温室効果ガスの排
出量の削減並びに
吸収作用の保全及
び強化に関するも
の

ターミナル内 ・再生可能エネルギー由来電力等の導入
・荷役機械の低・脱炭素化（ハイブリッド化、EV化、FC化等） 等

出入り船舶・車両 ・船舶への陸上電力供給
・低・脱炭素燃料船等へのインセンティブ導入 等

ターミナル外 ・臨海部立地産業の低・脱炭素化の取組
・CCUS（CO2 回収・利用・貯留） 等

その他 ・港湾工事の脱炭素化
港湾・臨海部の脱
炭素化に貢献する
もの

水素・アンモニア等
の受入・供給等に関
するもの

・船舶への非化石エネルギー供給
・非化石燃料スタンド等の設置
・水素・アンモニア等の受入れのための岸壁、貯蔵タンク等の整備 等

その他の脱炭素化に
貢献するもの

・バイオマス発電用の木材チップ等の受入れのための岸壁等の整備
・CCUSのためのインフラ整備 等 4

港湾脱炭素化推進計画の対象範囲（施設・事業）の例

静岡県の港湾脱炭素化推進計画対象範囲（位置）

凡例

田子の浦港背後地域（案）
御前崎港背後地域
清水港背後地域

凡例



２ 協議会の進め方（スケジュール）
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令和６年３月15日協議会設立に向けた準備会開催
CNP形成の概要及び計画概要の紹介
令和６～７年度「田子の浦港港湾脱炭素化推進計画」の作成・公表に向け、
約4回の協議会を通じ、検討を進めていく

令和６度末
調査結果の報告と
骨子の考え方

6
5

令和７年度

国
予
算
交
付
決
定

コ
ン
サ
ル
委
託
契
約

国
予
算
交
付
申
請

入
札
手
続
き

計画(素案)
協議

第
４
回
協
議
会

計画(案)
協議

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

関
係
者
協
議

国
協
議



7

２ 協議会の進め方（全体構成）
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第１回協議会
・カーボンニュートラルポート(CNP)の形成について
・要綱（案）、構成員（案）の協議
・「港湾脱炭素化推進協議会」の進め方
・アンケート、ヒアリング調査の協力依頼

第２回協議会
・アンケート及びヒアリング調査の結果報告
・「田子の浦港港湾脱炭素化推進計画（骨子案）」協議

第３回協議会
・「田子の浦港港湾脱炭素化推進計画（素案）」協議

第４回協議会
・国の協議を踏まえた
「田子の浦港港湾脱炭素化推進計画（案）」協議



３ アンケート・ヒアリング調査の目的

①臨港地区周辺の企業に対するアンケート及びヒアリング調査の実施 ⇒調査協力のお願い
②アンケートやヒアリング調査を踏まえ、国の方針に基づいた検討項目について、
本協議会で議論を進め、具体的な利活用の方策などを検討。

③内容を集約し、港湾脱炭素化推進計画(案)を検討。

計画（案）作
成

（１）目的
「港湾脱炭素化推進計画」は、事業者による短期、中長期な脱炭素化に向けた取組を
反映させ、国の補助制度を活用・支援するための法定計画。対象となる事業については、具
体的な事業計画（位置、規模、期間、効果等）・実施主体を記載する必要。

（２）スケジュール

計画（素案）
作成
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３ アンケート調査項目（案）の内容

アンケート調査項目（案）
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区分 調査項目

①ターミナル内
・エネルギーの利用状況及び将来利用量見通し
・脱炭素化に向けた取組状況と将来計画
・脱炭素化に関する港湾整備の課題・要望 等

②ターミナルを出入
りする船舶・車両

停泊中船舶 ・エネルギーの利用状況及び将来利用量見通し
・脱炭素化に向けた取組状況と将来計画
・脱炭素化に関する港湾整備の課題・要望 等輸送車両

③ターミナル外

・田子の浦港の利用状況及び将来利用見通し
・エネルギーの利用状況及び将来利用量見通し
・脱炭素化に向けた取組状況と将来計画
・次世代エネルギーの利用実績と将来需要
・次世代エネルギーの背後地域への輸送
・脱炭素化に関する港湾整備の課題・要望 等
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４ 参考：脱炭素化に向けた支援制度
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４ 参考：脱炭素化に向けた支援制度
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４ 参考：脱炭素化に向けた支援制度
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４ 参考：脱炭素化に向けた支援制度


